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平成 23 年 東北 地方 太平 洋 沖 地震 に よる 災害 に つい て の 人 金融 検査 
マニ ュ ア ル の 特例 措置 及び 運用 の 明確 化 に つい て 


























今般 の 東北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 に より 、 被 災 地 で は 債務 者 と 
一 時 的 に 連絡 が 取れ な いこ と 等 か ら 、 金 融 機関 に よる 債務 者 の 実態 
把握 や 担保 物件 の 確認 等 が 一 時 的 に 困難 と な っ て いる も の と 見 込ま 
れる 。 ま た 、 金 融 機 関 は 、 全 国 で 、 同 地震 の 影響 に より 計画 停電 や 
原材料 の 調達 難 等 か ら 財 務 状 況 等 が 一 時 的 に 悪化 し た 債務 者 を 抱え 
て いる も の と 見 込ま れる ほか 、 貸 出 条 件 の 変更 時 に 直ちに 経営 再建 
計画 を 人 策定 で き な い 債務 者 を 抱え て いる も の と 見 込ま れる 。 

こう し た 黒 例 な 事態 を 踏ま え 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル に つい て 、 別 
添 の と お り 、 特例 措置 及び 運用 の 明確 化 に 係る 事項 を 付記 し た 「 資 
産 査 定 管理 態勢 の 確認 検査 有 有 チェック リス ト 」 の 別表 を 定め た の で 、 
了 知 され た い 。 
また 、 貸 出 条件 緩和 債権 の 特例 措置 に つい て は 、「 平 成 23 年 東北 
地方 太平 洋 沖 地震 に よる 災害 に 関す る 主要 行 等 向け の 総合 的 な 監督 
指針 の 特例 措置 に つい て 」 等 に 留意 され た い 。 

本 通達 に つい て は 、 平 成 23 年 3 月 期 の 決算 処理 か ら 適 用 する 。 

な お 、 保 険 検査 マニ ュ ア ル の 「 資 産 査定 及び 償却 ・ 引 当 の 確認 検 
査 用 チェ ッ ク リ スト 」 に つい て も 、 本 通達 に 準じ て 取り 扱う こと と 
2 だ の で 本 知 され だい 。 


























































































































































































































別表 に お ける 留意 事項 





東北 地方 太平 洋 沖 地震 に よる 災害 の 影響 に つい て 、 人 金融 機関 は 、 金 融 機関 及び 債務 者 の 被害 状況 並び に 担保 物件 ・ 保 証人 の 状況 等 の 実態 を 、 合 理 的 に 判断 で きる 範囲 内 で 可能 な 限り 

自己 査定 に 反映 させ る こと と する 。 そ の 上 で も な お 、 災害 の 影響 の た め 、 債 務 者 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に より 、 一 時 的 に 当該 債務 者 な どの 実態 把握 が 困難 で あり 、 又 は 担 
保 物 件 の 実 査 ・ 再 評価 が 困難 で ある こと 等 に より 、 基 準 日 に お ける 自己 査定 を 行う こと が で き な い 一 部 の 資産 に つい て は 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 を た 用 いる こと を 妨げ な い 。 そ の 
際 は 、 財 務 諸表 等 へ の 注記 が 必要 と な る 場合 が ある こと に 留意 する 。 具体 的 な 注記 内 容 に つい て は 、 金 融 機関 の 利害 関係 者 に 対し て 必要 な 会 計 事実 を 明瞭 に 表示 する 観点 か ら 会 計 監 査 
人 の 意見 等 を 踏ま えつ づつ 検討 する 必要 が ある が 、 特 に 預金 者 等 に 対し て 適切 な 情報 開示 を 行う 観点 か ら は 、 少 な く と も 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 情報 を 用 いて 人 査定 し た 事実 を 記載 する 
こと と する 。 

















1 . 「 債 務 者 区 分 」 と は 、 債 務 者 の 財務 状況 、 資 金 繰り 、 収 益 力 等 に より 、 返 済 の 能力 を 判定 し て 、 そ の 状況 等 に より 債務 者 を 正常 先 、 要 注意 先 、 破 綻 懸念 先 、 実 質 破綻 先 及 び 破 綻 
先 に 区 分 する こと を いう 。 


IT. 自己 査定 に お いて 、I、 机 及び V 分 類 に 分 ける こと を 「 分 類 」 と いい 、TI 、 想 及び 分 類 と し た 資産 を 「 分 類 資産 」 と いう 。 ま た 、TI、 机 及び IV 分 類 と し な いこ と を 「 非 分 類 」 
と いい 、 分 類 資産 以外 の 資産 (I 分 類 資産 ) を 「 非 分 類 資産 」 と いう 。 


L. 「 債 権 区 分 」 と は 、「 金 融 機 能 の 再生 の た め の 緊 急 措置 に 関す る 法律 」 (平成 10 年 法律 第 132 号 。 以 下 「 金 融 機能 再生 緊急 措置 法 」 と いう 。) 第 6 条 第 2 項 の 規定 に より 、「 人 金融 機 
能 の 再生 の た め の 緊 急 措置 に 関す る 法律 施行 規則 」 (平成 10 年 金融 再生 委員 会 規則 第 2 号 。 以 下 「 金 融 機能 再生 緊急 措置 法 施行 規則 」 と いう 。) 第 4 条 に 定め る 資産 の 査定 の 基準 に 
基づき 、 債 権 を 債務 者 の 財政 状態 及び 経営 成績 等 を 基礎 と し て 正常 債権 、 要 管理 債権 、 危 険 債権 、 破 産 更生 債権 及び これ ら に 準ずる 債権 に 区 分 する こと を いう 。 


IV. 自己 査定 に お ける 分 類 区 分 

自己 査定 に お いて は 、 回 収 の 危険 性 又は 価値 の 明 損 の 危険 性 の 度合 い に 応 じ て 資 産 を I 、、 想 、V の 4 段階 に 分 類する 。 

1. 1 分類 は 、「I 分類 、 息 分 類 及 び IV 分 類 と し な い 資 産 」 で あり 、 回 収 の 危険 性 又は 価値 の 吉 損 の 危険 性 に つい て 、 問 題 の な い 資産 で ある 。 

2. II 分 類 と する も の は 、「 債 権 確保 上 の 諸 条 件 が 満足 に 充 た され な いた め 、 あ る い は 、 信用 上 疑義 が 存する 等 の 理由 に より 、 そ の 回 収 に つい て 通常 の 度合 い を 超え る 危険 を 含む 
と 認め られ る 債権 等 の 資産 」 で ある 。 な お 、ILI 分 類 と する も の に は 、 一 般 担保 ・ 保 証 で 保全 され て いる も の と 保全 され て いな いも の と が ある 。 

3. 自分 類 と する も の は 、「 最 終 の 回 収 又は 価値 に つい て 重大 な 懸念 が 存 し 、 従 っ て 損失 の 可能 性 が 高い が 、 そ の 損失 額 に つい て 合理 的 な 推計 が 困難 な 資産 」 で ある 。 た だ し 、 想 
分 類 に つい て は 、 金 融 機関 に と っ て 損失 額 の 推計 が 全く 不可 能 と する も の で は な く 、 個 々 の 資産 の 状況 に 精通 し て いる 金融 機関 和 且 ら の ルー ル と 判断 に より 損失 額 を 見 積 る こと 
が 適当 と され る も の で ある 。 

4. MV 分 類 と する も の は 、「 回 収 不可 能 又は 無 価値 と 判定 され る 資産 」 で ある 。 な お 、T 分 類 に つい て は 、 そ の 資産 が 絶対 的 に 回 収 不 可能 又は 無 価値 で ある と する も の で は な く 、 
また 、 将 来 に お いて 部 分 的 な 回 収 が あり 得る と し て も 、 基 本 的 に 、 査 定 基準 日 に お いて 回 収 不可 能 又 は 無 価値 と 判定 で きる 資産 で ある 。 


V. 自己 査定 に お ける 基準 日 
基準 日 は 決算 期末 日 で ある 必要 が ある が 、 実 務 上 、 仮 基準 日 を 設け て 自己 査定 を 行っ て いる 場合 に は 、 仮 基準 日 は 原則 と し て 決算 期末 日 の 3 カ月 以内 と な っ て いる か を 検証 する 。 
な お 、 債 務 者 の 状況 の 変化 に 応じ て 、 適 宜 、 信 用 格付 、 債 務 者 区 分 及び 分 類 区 分 等 の 見 直し を 行なっ て いる 場合 は 、 信 用 格付 等 の 見 直し が 適時 適切 に 行わ れ て いる か を 検証 する 。 
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自己 査定 (別表 1) 








(3) 債務 者 区 分 





関 の 情報 な ど に 基づき 、 債 務 者 の 信用 リス ク の 程度 に 応じ て 
信用 格付 を 行う 。 ま た 、 信 用 格付 は 、 次 に 定め る 債務 者 区 分 
と 整合 的 で な けれ ば な ら な い 。 

な お 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 の た め 、 債 務 者 と の 連 
絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に より 、 当 該 債 務 者 の 業況 及び 








今後 の 見 通し に つい て 把握 する こと が 一 時 的 に 困難 で ある 場 





合 が ある こと に 留意 する 。 





原則 と し て 信用 格付 に 基づき 、 債 務 者 の 状況 等 に より 次 の よ 
うに 区 分 する 。 

な お 、 債 務 者 区 分 に つい て は 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影 
響 の た め 、 債 務 者 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に より 








当該 債務 者 の 実態 把握 が 一 時 的 に 困難 で ある 場合 に は 、 そ れ 





まで に 把握 し て いる 情報 を 用 いて も 差し 支え な い 。 











財務 内 容 、 信 用 格付 業者 の 格付 、 信 用 調査 機関 の 情報 な ど に 
基づき 、 合理 的 な 格付 と な っ て いる か 、 信用 格付 と 債務 者 区 
分 の 概念 と が 整合 性 の と れ た も の と な っ て いる か を 検証 す 
る 。 

また 、 被 検査 金融 機関 内 部 の デー タ に 基づき 信用 格付 を 行 
っ て いる 場合 は 、 当該 デー タ の 信頼 性 及び 標本 数 が 十分 で あ 
る か を 検証 する 。 当 該 デ ー タ が 不 十 分 と 認め られ る 場合 に 
は 、 外部 の 信用 調査 機関 等 の デー タ を も っ て 補完 され て いる 
か を 検証 する 。 

さら に 、 債 務 者 の 業況 及び 今後 の 見 通し 、 信用 格付 業者 に 
よる 当該 債務 者 の 格付 の 見 直し 、 市 場 等 に お ける 当該 債務 者 
の 評価 な ど に 基づき 、 必要 な 見 直し が 定期 的 か つ 必要 に 応じ 
て 行わ れる と と も に 、 信用 格付 の 正確 性 が 監査 部 門 に より 検 
証 さ れ て いる か を 検証 する 。 


債務 者 区 分 の 検証 は 、 原 則 と し て 信用 格付 に 基づき 、 債務 
者 の 状況 等 に より 正確 に 債務 者 区 分 が 行わ れ て いる か を 検 
証する 。 な お 、 プ ロジ ェクト ・ フ ァ イ ナ ンス の 債権 に つい て 
は 、 回 収 の 危険 性 の 度合 い に 応 じ て 、 見 人 し 債務 者 区 分 を 付 
し て 分 類 を 行う こと に 留意 する 。 

債務 者 区 分 は 、 債 務 者 の 実態 的 な 財務 内 容 、 資 金 繰り 、 収 
益 力 等 に より 、 そ の 返済 能力 を 検討 し 、 債務 者 に 対す る 貸出 
条件 及び その 履行 状況 を 確認 の 上 、 業 種 等 の 特性 を 踏ま え 、 
事業 の 継続 性 と 収益 性 の 見 通し 、 キ ャ ッシュ ・ フ ロー に よる 
債務 償 二 能力 、 経営 改善 計画 等 の 妥当 性 、 金融 機関 等 の 支援 
状況 等 を 総合 的 に 勘案 し 判断 する も の で ある 。 

特に 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 に つい て は 、 当 該 企業 の 財務 状況 
の みな ら ず 、 当 該 企業 の 技術 力 、 販 売 力 や 成長 性 、 代 表 者 等 
の 役員 に 対す る 報酬 の 支払 状況 、 代表 者 等 の 収入 状況 や 資産 
内 容 、 保 証 状況 と 保証 能力 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 当 該 企業 の 





項目 自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 備考 
1. 債権 の 分 類 方 法 
(2) 信用 格付 債務 者 の 財務 内 容 、 信 用 格付 業者 に よる 格付 、 信 用 調査 機 | 信用 格付 が 行わ れ て いる 場合 に は 、 信用 格付 が 、 債 務 者 の | ( 注 )「 信 用 格付 業者 」 と は 、 金 


融 商品 取引 法 第 2 条 第 36 項 に 
定め る 信用 格付 業者 の こと を 
いう 。 以 下 同じ 。 


( 注 )「 プ ロジ ェクト ・ フ ァ イ ナ 
ンス 」 と は 、 例 えば 、 ノ ン ・ 
リコ ー ス ・ ロ ー ン の よう に 、 
特定 の プロ ジェ クト (事業 ) 
に 対す る ファ イナ ンス で あ 
っ て 、 そ の ファ イナ ンス の 利 
払い 及び 返済 の 原資 を 原則 
と し て 当該 プロ ジェ クト か 
ら 生 み 出 され る キャ ッ シ 
ュ ・ フ ロー (収益 ) に 限定 し 、 
その ファ イナ ンス の 担保 を 
当該 プロ ジェ クト の 資産 に 
依存 し て 行う 金融 手法 で あ 
る 。 以 下 同じ 。 

( 注 ) 「 債 務 者 の 実態 的 な 財務 内 
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項目 自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 備考 
経営 実態 を 踏ま えて 判断 する も の と する 。 容 」 の 把握 に あたり 、 十 分 な 
また 、 当 該 債務 者 の 親会社 等 の 状況 を 勘案 する 場合 に は 、 資本 的 性 質 が 認め られ る 借 
単に 親会社 の 財務 状況 が 良好 で ある と の 理由 だ け で 債務 者 入金 は 、 新規 融資 の 場合 、 既 
区 分 を 決定 する こと は 適当 で は な い 。 な お 、 当 該 債務 者 の 親 存 の 借入 金 を 転換 し た 場合 
会 社 等 の 支援 を 勘案 する 場合 に は 、 親会社 等 の 支援 実績 、 今 の いずれ で あっ て も 、 負債 で 
後 の 支 援 見 込み 等 に つい て 十分 検討 する 必要 が ある 。 は な く 資 本 と みな すこ と が 
さら に 、 債 務 者 が 、 法 令 等 に 基づき 、 国 又は 地方 公共 団体 で きる こと に 留意 する 。 
が 民間 金融 機関 の 貸出 に 対し て 利子 補給 等 を 行う な どの 政 | ( 注 )「 キ ャ ッシュ ・ フ ロー」 と 
策 金融 (以下 「 制 度 資 金 」 と いう 。) を 利用 し て いる 場合 に は 、 当期 利益 に 減価 償却 な ど 
は 、 債 務 者 の 財務 状況 等 の 検討 に 加え 、 制度 資金 の 内 容 を も 非 資金 項目 を 調整 し た 金額 
踏ま えた 上 で 、 債 務 者 区 分 の 検討 を 行う も の と する 。 を いう 。 以 下 同じ 。 
( 注 ) 左記 の 適用 に 当たっ て は 、 
「 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 
[中 小 企業 融資 編 ]」 を 参照 。 
① 正常 先 ( 略 ) ( 略 ) 
② 要 注 意 先 要 注意 先 と は 、 金 利 減免 ・ 棚 上 げ を 行っ て いる な ど 貧 出 条 左記 に 掲げ る 債務 者 が 要 注 意 先 と され て いる か を 検証 す 





件 に 問題 の ある 債務 者 、 元 本 返済 若しくは 利息 支払 い が 事 実 
上 延滞 し て いる な ど 履 行状 況 に 問題 が ある 債務 者 の ほか 、 業 
況 が 低調 な いし は 不安 定 な 債務 者 又は 財務 内 容 に 問題 が ある 
債務 者 な ど 今 後 の 管理 に 注意 を 要する 債務 者 を いう 。 

また 、 要 注意 先 と な る 債務 者 に つい て は 、 要 管理 先 で ある 
債務 者 と それ 以外 の 債務 者 と を 分 け て 管理 する こと が 望ま し 
い 。 





る 。 
また 、 要 注 意 先 と な る 債務 者 に つい て 、 要 管 理 先 で ある 債 
務 者 と それ 以外 の 債務 者 を 分 け て 管理 し て いる 場合 に は 、 当 
該 区 分 が 適切 か を 検証 する 。 
さら に 、 債務 者 の 財務 状況 等 に より 判断 すれ ば 、 破綻 懸念 
先 と 判断 され る も の が 、 単に 当該 債務 者 の 親会社 等 の 財務 状 
況 が 良好 で ある と の 理由 で 債務 者 区 分 を 要 注 意 先 と し て い 
な いか を 検 証する 。 
イ . 創業 赤字 で 当初 事業 計画 と 大 幅 な 季 離 が な い 債 務 者 は 、 
正常 先 と 判断 し て 差し 支え な いも の と する 。 
創業 赤字 で 当初 事業 計画 と 大 幅 な 科 離 が な い 債 務 者 と 
は 、 当初 事業 計画 が 合理 的 な も の で あり 、 か つ 、 事業 の 進 
捗 状況 と 当初 事業 計画 を 比較 し 、 実 績 が 概ね 事業 計画 ど お 
り で あり 、 そ の 実現 可能 性 が 高い と 認め られ る 債務 者 を い 
う 。 
具体 的 に は 、 黒字 化す る 期間 が 原則 と し て 概ね 5 年 以内 





( 注 )「 要 管理 先 で ある 債務 者 」 
と は 、 要 注 意 先 の 債務 者 の う 
ち 、 当該 債務 者 の 債権 の 全部 
又は 一 部 が 要 管 理 債権 で あ 
る 債務 者 を いう 。 た だ し 、 要 
管理 債権 が 貸出 条件 緩和 債 
権 の み で あり 、 貸出 条件 緩和 
債権 の 全て が 、 本 別表 1. 
( 3) ( 注 ) 又は 「 金 融 検査 
マニ ュ ア ル 別 冊 [中 小 企業 融 
資 編 ] 7. 資本 的 劣後 ロー ン 
に お いて 資本 と みな すこ と 
の で きる と され て いる 債権 
で ある 債務 者 は 、「 要 管理 先 
で ある 債務 者 」 に 該当 し な 
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項目 


自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 


自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


備考 














と な っ て お り 、 か つ 、 売 上 高等 及び 当期 利益 が 事業 計画 に 
比 し て 概ね 7 割 以上 確保 され て いる 債務 者 を いう 。 

な お 、 本 基準 は 、 あ くま で も 事業 計画 の 合理 性 、 実 現 可 
能 性 を 検証 する た め の 目 安 で あり 、 創 業 赤字 と な っ て いる 
企業 の 債務 者 区 分 を 検討 する に 当たっ て は 、 本 基準 を 機械 
的 ・ 画 一 的 に 適用 し て は な ら な い 。 

債務 者 区 分 の 検討 は 、 業 種 等 の 特性 を 踏ま え 、 事 業 内 容 、 
事業 規模 、 キ ャ ッシュ ・ フ ロー に よる 債務 償 二 能力 等 の ほ 
か 、 債務 者 の 技術 力 、 販売 力 及 び 成 長 性 等 を 総合 的 に 勘案 
し て 行う も の と し 、 本 基準 の 要件 を 形式 的 に 充 た さ な い 債 
務 者 を 直ちに 要 注 意 先 と 判断 し て は な ら な い 。 


. 赤字 企業 の 場合 、 以 下 の 債務 者 に つい て は 、 債 務 者 区 分 


を 正常 先 と 判断 し て 差し 支え な いも の と する 。 

な お 、 本 基準 は 、 あ くま で も 赤字 企業 の 債務 者 区 分 を 検 
証する た め の 目 安 で あり 、 本 基準 を 機械 的 ・ 画 一 的 に 適用 
し て は な ら な い 。 

債務 者 区 分 の 検討 は 、 業 種 等 の 特性 を 踏ま え 、 債務 者 の 
業況 、 赤字 決算 の 原因 、 企業 の 内 部 留保 の 状況 、 今後 の 決 
算 見 込み 等 を 総合 的 に 勘案 し て 行う も の と し 、 本 基準 の 要 
件 を 形式 的 に 充 た さ な い 債務 者 を 直ちに 要 注 意 先 と 判断 
し て は な ら な い 。 

(?⑰ 赤字 の 原因 が 固定 資産 の 売却 損 な ど 一 過 性 の も の で 
あり 、 短 期間 に 黒字 化す る こと が 確実 と 見 込ま れる 債 
務 者 。 

( ロ ) 中小 ・ 堆 細 企業 で 赤字 と な っ て いる 債務 者 で 、 返 済 
能力 に つい て 特に 問題 が な いと 認め られ る 債務 者 。 

(〈) 東北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 に よる 固定 資産 の 減 





失 ・ 明 損 や 生産 活動 の 停滞 等 に より 赤字 と な っ て いる 





債務 者 で 、 返済 能力 に つい て 特に 問題 な いと 認め られ 





る 債務 者 。 


( 略 ) 





い 。 以下 同じ 。 


( 注 ) 左記 の 適用 に 当たっ て は 、 
『 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 
[中 小 企業 融資 編 ]」 を 参照 。 











自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 


自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


備考 











破綻 懸念 先 と は 、 現 状 、 経 営 破綻 の 状況 に は な い が 、 経 営 
難 の 状態 に あり 、 経 営 改 善 計画 等 の 進捗 状況 が 芳しく な く 、 
今後 、 経 営 破綻 に 陥る 可能 性 が 大 きい と 認め られ る 債務 者 ( 金 
融 機関 等 の 支援 継続 中 の 債務 者 を 含む ) を いう 。 

具体 的 に は 、 現 状 、 事 業 を 継続 し て いる が 、 実質 債務 超過 
の 状態 に 陥っ て お り 、 業 況 が 著しく 低調 で 貸出 金 が 延滞 状態 
に ある な ど 元 本 及び 利息 の 最終 の 回 収 に つい て 重大 な 懸念 が 
あり 、 従 っ て 損失 の 発生 の 可能 性 が 高い 状況 で 、 今 後 、 経 営 
破綻 に 陥る 可能 性 が 大 きい と 認め られ る 債務 者 を いう 。 





左記 に 掲げ る 債務 者 が 破綻 懸念 先 と され て いる か を 検 証 
する 。 

た だ し 、 金 融 機関 等 の 支援 を 前 提 と し て 経営 改善 計画 等 が 
策定 され て いる 債務 者 に つい て は 、 以下 の 全て の 要件 を 充 た 
し て いる 場合 に は 、 経営 改善 計画 等 が 合理 的 で あり 、 そ の 実 
現 可 能 性 が 高い も の と 判断 し 、 当該 債務 者 は 要 注 意 先 と 判断 
し て 差し 支え な いも の と する 。 

な お 、 本 基準 は 、 あ くま で も 経営 改善 計画 等 の 合理 性 、 実 
現 可能 性 を 検証 する た め の 目 安 で あり 、 経 営 改 善 計画 等 が 策 
定 さ れ て いる 企業 の 債務 者 区 分 を 検討 する に 当たっ て は 、 本 
基準 を 機械 的 ・ 画 一 的 に 適用 し て は な ら な い 。 

債務 者 区 分 の 検討 は 、 業 種 等 の 特性 を 踏ま え 、 事業 の 継続 
性 と 収益 性 の 見 通し 、 キ ャ ッシュ ・ フ ロー に よる 債務 償 本 能 
力 、 経営 改善 計画 等 の 妥当 性 、 金融 機関 等 の 支援 状況 等 を 総 
合 的 に 勘案 し て 行う も の と し 、 本 基準 の 要件 を 形式 的 に 充 た 
さ な い 債務 者 を 直ちに 破綻 懸念 先 と 判断 し て は な ら な い 。 

特に 、 中 小 ・ 零 細 企 業 等 に つい て は 、 必 ず し も 経営 改善 計 
画 等 が 策定 され て いな い 場 合 が あり 、 こ の 場合 、 当 該 企業 の 
財務 状況 の みな ら ず 、 当 該 企業 の 技術 力 、 販 売 力 や 成長 性 、 
代表 者 等 の 役員 に 対す る 報酬 の 支払 状況 、 代表 者 等 の 収入 状 
況 や 資産 内 容 、 保 証 状況 と 保証 能力 等 を 総合 的 に 勘案 し 、 当 
該 企業 の 経営 実態 を 踏ま えて 検討 る も の と し 、 経 営 改 善 計 
画 等 が 策定 され て いな い 債 務 者 を 直ちに 破綻 懸念 先 と 判断 
し て は な ら な い 。 

さら に 、 債務 者 が 制度 資金 を 活用 し て 経営 改善 計画 等 を 策 
定 し て お り 、 当該 経営 改善 計画 等 が 国 又は 都 道 府 県 の 審査 を 
経て 策定 され て いる 場合 に は 、 債務 者 の 実態 を 踏ま え 、 国 又 
は 都 道 府 県 の 関与 の 状況 等 を 総合 的 に 勘案 し て 検討 する も 
の と する 。 

イ . 経営 改善 計画 等 の 計画 期間 が 原則 と し て 概ね 5 年 以内 で 
あり 、 か つ 、 計 画 の 実現 可能 性 が 高い こと 。 
た だ し 、 経 営 改善 計画 等 の 計画 期間 が 5 年 を 超え 概ね 10 

年 以内 と な っ て いる 場合 で 、 経営 改善 計画 等 の 策定 後 、 経 

営 改 善 計 画 等 の 進捗 状況 が 概ね 計画 どおり (売上 高等 及び 


( 注 ) 左記 の 適用 に 当たっ て は 、 
『 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 
[中 小 企業 融資 編 ]」 を 参照 。 


( 注 ) な お 、 東北 地方 太平 洋 沖 地 








岩 の 影 響 に より 突発 的 に 左記 
に 該当 する こと と な っ た 債務 
者 に つい て は 、 当 該 影 響 を 勘 
案 し 、 計 画 期間 に つい て ら 5 年 

















ー5 一 

















項目 自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 備考 
当期 利益 が 事業 計画 に 比 し て 概ね 8 割 以上 確保 され て い を 超え る 合理 的 期間 に 延長 し 
る こと ) で あり 、 今後 も 概ね 計画 どおり に 推移 する と 認め て 差し 支え な い 。 








られ る 場合 を 含む 。 

ロ . 計画 期間 終了 後 の 当該 債務 者 の 債務 者 区 分 が 原則 と し て 
正常 先 と な る 計画 で ある こと 。 た だ し 、 計画 期間 終了 後 の 
当該 債務 者 が 金融 機関 の 再建 支援 を 要 せ ず 、 自 助 努 力 に よ 
り 事 業 の 継続 性 を 確保 する こと が 可能 な 状態 と な る 場合 
は 、 計 画 期 間 終 了 後 の 当該 債務 者 の 債務 者 区 分 が 要 注 意 先 
で あっ て も 差し 支え な い 。 

ハ . 全て の 取引 金融 機関 等 ( 被 検査 金融 機関 を 含む ) に お い 
て 、 経営 改善 計画 等 に 基づく 支援 を 行う こと に つい て 、 正 
式 な 内 部 手続 を 経て 合意 され て いる こと が 文書 その 他 に 
より 確認 で きる こと 。 

た だ し 、 被 検査 金融 機関 が 単独 で 支援 を 行う こと に よ 
り 再 建 が 可能 な 場合 又は 一 部 の 取引 金融 機関 等 ( 被 検査 
金融 機関 を 含む ) が 支援 を 行う こと に より 再建 が 可能 な 
場合 は 、 当 該 支援 金融 機関 等 が 経営 改善 計画 等 に 基づく 
支援 を 行う こと に つい て 、 正 式 な 内 部 手続 を 経て 合意 
れ て いる こと が 文書 その 他 に より 確認 で きれ ば 足り る も 
の と する 。 

二 . 金融 機関 等 の 支援 の 内 容 が 、 金利 減免 、 融 資 残高 維持 等 
に 止ま り 、 債権 放棄 、 現金 贈与 な どの 債務 者 に 対す る 資金 
提供 を 伴う も の で は な いこ と 。 

た だ し 、 経営 改善 計画 等 の 開始 後 、 既 に 債権 放棄 、 現金 
贈与 な どの 債務 者 に 対す る 資金 提供 を 行い 、 今 後 は これ を 
行わ な か いこ と が 見 込ま れる 場合 、 及 び 経 営 改善 計画 等 に 基 
づき 今後 債権 放棄 、 現 金 贈与 な どの 債務 者 に 対す る 資金 提 
供 を 計画 的 に 行う 必要 が ある が 、 既 に 支援 に よる 損失 見 込 
額 を 全額 引当 金 と し て 計上 済 で 、 今 後 は 損失 の 発生 が 見 込 
まれ な い 場 合 を 含む 。 

な お 、 制度 資金 を 利用 し て いる 場合 で 、 当該 制度 資金 に 
基づく 国 が 補助 する 者 道府県 の 利子 補給 等 は 債権 放 茎 等 
に は 含ま れ な いこ と に 留意 する 。 























項目 自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 備考 
④ 実質 破綻 先 実質 破綻 先 と は 、 法 的 ・ 形 式 的 な 経営 破綻 の 事実 は 発生 し 左記 に 掲げ る 債務 者 が 実質 破綻 先 と され て いる か を 検証 


⑤ 破綻 先 


(4) 担保 に よる 調整 





て いな いも の の 、 深 刻 な 経営 難 の 状態 に あり 、 再 建 の 見 通し 
が な い 状 況 に ある と 認め られ る な ど 実 質 的 に 経営 破綻 に 陥っ 
て いる 債務 者 を いう 。 

具体 的 に は 、 事 業 を 形式 的 に は 継続 し て いる が 、 財 務 内 容 
に お いて 多額 の 不良 資産 を 内 包 し 、 あ る い は 債務 者 の 返済 能 
力 に 比 し て 明らか に 過大 な 借入 金 が 残存 し 、 実 質 的 に 大 幅 な 
債務 超過 の 状態 に 相当 期間 陥っ て お り 、 事 業 好転 の 見 通し が 
な い 状 況 、 天 災 、 事 故 、 経 済 情勢 の 急変 等 に より 多大 な 損失 
を 被り (ある い は 、 こ れ ら に 類する 事由 が 生じ て お り )、 再建 
の 見 通し が な い 状 況 で 、 元 金 又は 利息 に つい て 実質 的 に 長期 
間 延 滞 し て いる 債務 者 な ど を いう 。 


( 略 ) 


担保 に より 保全 措置 が 講じ られ て いる も の に つい て 、 以 下 
の と お り 区 分 し 、 優 良 担保 の 処分 可能 見 込 額 に より 保全 され 
て いる も の に つい て は 、 非 分 類 と し 、 一 般 担保 の 処分 可能 
込 額 に より 保全 され て いる も の に つい て は 、T 分 類 と する 。 

また 、 担 保 評 価 及び その 処分 可能 見 込 額 の 算出 は 以下 の と 
お り と する 。 

な お 、 東 北 地 方 太平 洋 沖 地震 の 影響 の た め 、 担 保 物 の 実 査 








する 。 

法 的 ・ 形 式 的 に は 経営 破綻 の 事実 は 発生 し て いな い が 、 自 
主 廃業 に より 営業 所 を 廃止 し て いる な ど 、 実 質 的 に 営業 を 行 
っ て いな いと 認め られ る 場合 に 、 当該 債務 者 を 実質 破綻 先 と 
し て いる か を 検証 する 。 

イ . 「 金 融 機関 等 の 支援 を 前 提 と し て 経営 改善 計画 等 が 策定 
され て いる 債務 者 」 の うち 、 経 営 改善 計 画 等 の 進捗 状況 
が 計画 を 大 幅 に 下回っ て お り 、 今後 も 急激 な 業績 の 回 復 
が 見 込め ず 、 経 営 改 善 計画 等 の 見 直し が 行わ れ て いな い 
場合 、 又 は 一 部 の 取引 金融 機関 に お いて 経営 改善 計画 等 
に 基づく 支援 を 行う こと に つい て 合意 が 得 ら れ な い 場 合 
で 、 今後 、 経 営 破綻 に 陥る 可能 性 が 確実 と 認め られ る 債 
務 者 に つい て は 、 「 深 刻 な 経営 難 の 状態 に あり 、 再 建 の 見 
通し が な い 状 況 に ある 」 も の と し て 、 実 質 破綻 先 と 判断 
し て 差し 支え な いも の と する 。 

ロ .「 実 質 的 に 長期 間 延 滞 し て いる 」 と は 、 原 則 と し て 実質 
的 に 6 カ月 以上 延滞 し て お り 、 一 過 性 の 延滞 と は 認め ら 
れ な いも の を いう 。 た だ し 、6 カ 月 以上 延滞 し て いる 債 
務 者 で あっ て も 、 当 該 延滞 が 東北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影 
響 の た め 、 債 務 者 が 一 時 的 に 業務 を 正常 に 運営 で き な い 
等 に よる 一 過 性 の 延滞 と 認め られ る 場合 に は 「 実 質 的 に 
長期 間 延 滞 し て いる 」 も の に 該当 し な いこ と と し て も 差 
し 支え な い 。 

















( 略 ) 


左記 に 掲げ る と お り 、 担保 に より 保全 措置 が 講じ られ て い 
る も の が 区 分 され 、 担保 評価 及び その 処分 可能 見 込 額 の 算出 
が 合理 的 な も の で ある か を 検証 する 。 














項目 


自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 


自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


備考 








(中 略 ) 


(5) 保証 等 に よる 調整 等 
① 優良 保証 等 


② 一 般 保証 


(中 略 ) 


(6) 分 類 対象 外債 権 


を 行う こと が で き な い 等 に より 、 以 下 の 方 法 に よる 担保 評価 





及び その 処分 可能 見 込 額 の 算出 が 一 時 的 に 困難 で あり 、 そ の 





他 の 簡便 な 方 法 に よっ て も 合理 的 に 見 積もる こと が 困難 で あ 





る 場合 に は 、 そ れ ま で に 把握 し て いる 担保 評価 及び その 処分 








可能 見 込 額 を と 用 いて も 差し 支え な い 。 





(中 略 ) 


( 略 ) 
( 略 ) 


優良 保証 等 以外 の 保証 を いう 。 

例え ば 、 十 分 な 保証 能力 を 有する 一 般 事 業 会 社 上記 ① の 
ロ を 除く 。) 及び 個人 の 保証 を いう 。 

な お 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 の た め 、 現 に 保証 を 行 
っ て いる 者 が 被 保証 人 と の 連絡 が 一 時 的 に 取れ な いこ と 等 に 
より 、 現 に 保証 を 行っ て いる 者 の 保証 能力 に つい て 、 把 握 す 
る こと が 一 時 的 に 困難 で ある 場合 に は 、 そ れ ま で に 把握 し て 
いる 当該 者 の 情報 を た 用 いて も 差し 支え な い 。 

















(中 略 ) 


分 類 の 対象 と し な い 債 権 は 次 の と お り と する 。 


① 決済 確実 な 割引 手形 及び 特定 の 返済 財源 に より 短 時 日 の 
うち に 回 収 が 確実 と 認め られ る 債権 及び 正常 な 運転 資金 と 
認め られ る 債権 。 

②<⑤  ( 略 ) 





(中 略 ) 


( 略 ) 
( 略 ) 


左記 に 掲げ る 保証 が 一 般 保 証 と され て いる か を 検証 する 。 

保証 会 社 の 保証 能力 の 有無 等 の 検証 に 当たっ て は 、 当該 保 
証 会 社 の 財務 内 容 、 債務 保証 の 特性 、 自 己 査定 、 償却 ・ 引 当 、 
保証 料率 等 の 適切 性 等 を 踏ま えた 十分 な 実態 把握 に 基づい 
て 行う 。 また 、 保 証 が 当該 金融 機関 の 子会社 に よる も の で あ 
る 場合 に お いて 、 例 えば 、 当 該 子会社 が 親 金融 機関 等 か ら 支 
援 等 を 受け て いる 場合 に は 、 経営 改善 計画 の 妥当 性 や 、 そ の 
支援 等 を 控除 し た 場合 等 の 状況 に つい て も 踏ま える こと に 
留意 する 。 


(中 略 ) 


左記 に 掲げ る 債権 が 分 類 対象 外債 権 と され て いる か を 検 
証する 。 

① 債務 者 区 分 が 破綻 懸念 先 、 実質 破綻 先 及 び 破 綻 先 に 対す 

る 債権 と され て いる 債務 者 が 振り 出し た 手形 は 、 自 己 査 

定 上 は 決済 確実 な 割引 手形 と し て 取り 扱わ な い 。 

「 特 定 の 返済 財源 に より 近く 入金 が 確実 な 」 場 合 と は 、 

概ね 1 か 月 以内 に 貸出 金 が 回 収 さ れる こと が 関係 書類 で 

確認 で きる 場合 を いう 。 た だ し 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 





の 影響 の た め 、 債 務 者 が 一 時 的 に 業務 を 正常 に 運営 で き 








( 注 )「 特 定 の 返済 財源 」 と は 、 
近く 入金 が 確実 な 増資 ・ 社 債 
発行 代り 金 、 不 動産 売却 代金 、 
代理 受領 契約 に 基づく 受入 
金 、 あ る い は 、 返 済 に 充当 さ 
れる こと が 確実 な 他 金融 機関 
か ら の 借入 金 等 で 、 そ れ ぞ れ 
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項目 


自己 査定 基準 の 適切 性 の 検証 


自己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 


備考 








(7) 債権 の 分 類 基準 


(後略 ) 


( 略 ) 
住宅 ロー ン な どの 個人 向け の 定型 ロー ン 等 及び 中 小 事業 者 
向け の 小口 定型 ロー ン 等 の 貸出 金 に つい て は 、 延 滞 状 況 等 の 
簡易 な 基準 に より 分 類 を 行う こと が で きる も の と する 。 
この 場合 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 に より 、 給 与 振込 





が 一 時 的 に 途絶 えて いる こと な ど に よる 一 過 性 の 延滞 は 延滞 





と みな さ な く と も 差し 支え な い 。 








(後略 ) 





な い 等 に よる 一 過 性 の 延滞 が 生じ て いる 場合 で あっ て 、 





概ね 3 か 月 以内 に 貸出 金 が 回 収 さ れる こと が 関係 書類 で 





確認 で きる 場合 は 、「 特 定 の 返済 財源 に より 近く 入金 が 確 





実 な 」 場 合 と し て も 差し 支え な い 。 
②<④ ( 略 ) 





( 略 ) 

な お 、 簡 易 な 基準 に より 分 類 を 行っ て いる 場合 に は 、 基準 
及び 基準 を 適用 する 対象 が 合理 的 な も の と な っ て いる か を 
検証 する 。 


(後略 ) 





増資 、 社 債 発行 目論見 書 、 売 
買 契 約 書 、 代 理 受領 委任 状 又 
は 振込 指定 依頼 書 、 そ の 他 の 
関係 書類 に より 入金 の 確実 性 
を 確認 で きる も の を いう 








償却 ・ 引 当 (別表 2) 








項 目 償却 ・ 引 当 基準 の 適切 性 の 検証 償却 ・ 引 当 結 果 の 正確 性 の 検証 
1. 貸 倒 引 当 金 ( 略 ) ( 略 ) 
(1) 一 般 貸 倒 引 当 金 一 般 貸 倒 引当 金 に つい て は 、 正常 先 に 対す る 債権 及び 要 注 一 般 貸 倒 引 当 金 に つい て は 、 正常 先 に 対す る 債権 及び 要 注 


意 先 に 対す る 債権 に つい て 、 原則 と し て 信用 格付 の 区 分 、 少 | 意 先 に 対す る 債権 に つい て 、 信用 格付 の 区 分 又は 債務 者 区 分 
な く と も 債務 者 区 分 毎 に 、 以下 に 掲げ る 方 法 に より 算定 され | 毎 に 、 償 却 ・ 引 当 基準 に 基づき 、 予想 損失 額 が 合理 的 に 見 積 
た 過去 の 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 に 基づき 、 将来 発生 が 見 込 | られ て いる か を 検証 する 。 

まれ る 損失 率 (予想 損失 率 ) を 求め 、 原 則 と し て 信用 格付 の 具体 的 に は 、 以 下 に 掲げ る 項目 に つい て 検証 する 。 

区 分 、 少 な く と も 債務 者 区 分 の 債権 額 に 予想 損失 率 を 乗じ て | イ . 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 に 基づく 貸 倒 引 当 金 計 上 額 の 妥 
予想 損失 額 を 算定 し 、 予想 損失 額 に 相当 する 額 を 貸 倒 引 当 金 当 性 の 検証 


と し て 計上 する 。 ①<②  ( 略 ) 
( 略 ) ③ 異常 値 控除 の 検証 


特定 先 に 対す る 損失 額 又は 倒産 件 数 を 異常 値 と し て 、 貸 
倒 実 績 率 又 は 倒産 確率 の 算定 の 際 に 控除 し て いる 場合 に 
は 、 控 除 す る こと に 合理 的 な 根拠 が ある か を 検証 する 。 

具体 的 に は 、 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 の 算定 に 当たっ て 
の 債務 者 区 分 を 正常 先 あ る い は 要 注 意 先 と し て いた も の 
を 、 本 来 の 債務 者 区 分 は 破綻 懸念 先 で あっ た こと を 理由 
に 、 当該 特定 先 に 対す る 損失 額 又 は 倒産 件 数 を 異常 値 と し 
て 控除 し て いる 場合 に は 、 当該 損失 額 又 は 倒産 件 数 を 破綻 
懸念 先 に 対す る 債権 の 予想 損失 額 の 算定 に 反映 する な ど 、 
何ら か の 方 法 に より 貸 倒 引当 金 の 算定 に 反映 し て いる か 
を 検証 する 。 

な お 、 東北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 に より 生じ た 特定 先 
に 係る 損失 額 又 は 倒産 件 数 が 、 その他 の 債務 者 に 対す る 貸 
倒 実 績 率 又 は 倒産 確率 に 影響 し な い 場 合 に つい て は 、 予想 
損失 率 の 算定 に 際 し て 、 当該 損失 額 又 は 倒産 件 数 を 異常 値 
と し て 控除 し て 差し 支え な い 。 

また 、 特定 の 業種 又は 地域 に 係る 損失 額 又 は 倒産 件 数 が 
その 他 の 業種 又は 地域 に 係る 損失 額 又 は 倒産 件 数 に 比べ 、 
著しく 相違 し て いる こと を 理由 に 、 当該 業種 又は 地域 に 係 
る 損失 額 又 は 倒産 件 数 を 異常 値 と し て 控除 し て いな いか 
を 検証 する 。 こ の 場合 は 、 特定 の 業種 又は 地域 に 対す る 損 
失 額 又は 倒産 件 数 を 異常 値 と し て 控除 する こと は 適当 で 
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項 


償却 ・ 引 当 基準 の 適切 性 の 検証 


償却 ・ 引 当 結 果 の 正確 性 の 検証 








(後略 ) 





(後略 ) 


は な く 、 当 該 特定 の 業種 又は 地域 毎 に グル ー ピ ング を 行 
い 、 グ ルー プ 毎 の 貸 倒 実績 率 又 は 倒産 確率 を 算定 し 、 こ れ 
に 基づき 予想 損失 率 を 求め 、 グ ルー プ 毎 の 債権 額 に 予想 損 
失 率 を 乗じ て 予想 損失 額 を 算定 する こと が 望ま し い 。 

な お 、 東 北 地方 太平 洋 沖 地震 の 影響 に に より 生じ た 、 特 定 
先 に 係る 損失 額 又は 倒産 件 数 に つい て は 、 当該 特定 先 の 業 








種 、 地 域 又は 被害 状況 等 に 基づい て グル ー ビ ピン グ を 行い 、 





グル ー プ 毎 の 債権 額 に 予想 損失 率 を 乗じ て 予想 損失 額 を 





算定 する こと と し て 差し 支え な い 。 








(後略 ) 
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